
近年，企業間の競争激化に伴い，商品やデバイス開発

では，開発のリードタイム短縮や開発コストの削減が急

務となっており，開発から量産を支える生産技術分野ま

で，幅広い分野でシミュレーション技術が積極的に使わ

れています。その理由は，商品の差別化のコアとなる技

術が非常に高度化・微細化・複合化し，試作評価にかか

るコストが飛躍的に上昇し，開発に時間がかかるように

なってきたことがあげられます。

一方，CPUの処理能力は，一昔前のスーパーコンピュ

ータ並みのものが安価なパソコン上で実現され，一般の

理論式を解く時間が大幅に短縮され，物理量（構造，振

動，熱流体など）のみでなく，化学（化学反応，分子動

力学など）の演算が可能となり，物理量と化学を連成し

た理論式を処理できるまでになってきたこともありま

す。

たとえば，最近のデバイスには，機能発現のためにナ

ノメートルオーダでの薄膜加工技術が使われています

が，試作評価にはスパッタやエッチングといった真空プ

ロセスが多用され，数週間といった試作期間が必要とな

ることも珍しくありません。このような分野では，薄膜

加工のシミュレーション技術活用が進められ，第一原理

を適用したデバイスの膜性能予測も視野に入ってきまし

た。

また，シミュレーションソフトも，コンピュータハー

ドの性能向上に見合った，大規模計算が可能となる有限

要素法の高速並列計算ソフトが実用化され，PCクラスタ

で 1千万自由度の解析が実用時間で実行可能となってき

ました。

ソフトの使い勝手についても，数値解析の専門知識が

なくとも，計算実行から計算結果まで内部計算処理を意

識せずに得られるようになってきており，商品設計者が，

設計業務の中で数値シミュレーションを実行するという

ことも普通に行われるようになっています。

さて，パナソニック社内での活用ですが，商品開発か

ら生産技術分野まで，シミュレーション技術を種々の科

学的手法と組み合わせることでシステマチックに使いこ

なし，最大限の効果をあげることを目指しています。

たとえば，統計的手法の一種であるタグチメソッドと

組み合わせて，実験とシミュレーションを縦横に併用し

て，工法評価にかかわる期間を短縮することが行われて

います。また，複雑化・複合化していく商品開発にはモ

ジュール設計手法にシミュレーションを適用し，キーと

なる商品性能の向上に役立てています。

今回の特集号では，ユビキタスネットワーク社会の実

現と，地球環境との共存というパナソニックの二大事業

ビジョンの実現に向けて，広範な商品を提供するメーカ

ーとしての活動を支えるシミュレーション技術につい

て，主要事業分野より論文と解説記事を掲載しておりま

す。なにぶん，事業領域と商品分野が広いことと，対象

とするスケールはナノメートルオーダから大規模システ

ムまで，対象とする現象も物理現象から化学現象に至る

までと，非常に幅広い中ではありますが，近年の企業活

動を代表する分野からの研究事例を紹介するテーマにな

っております。また，東京大学生産技術研究所，革新的

シミュレーション研究センターの加藤先生には，最新の

シミュレーション技術開発と産業応用に関する論文を寄

稿していただきました。

シミュレーション技術の分野は，高度な専門技術とソ

フトウェアを駆使するハイエンドの利用と，だれでもい

つでも使える日用的な利用の両面で，今後ますます発展

していくと考えられます。社会のニーズに合った優れた

商品を開発し市場に提供していくという，最も重要な企

業活動を支える最重要インフラとして，更に技術の深化

と適用分野の拡大をはかり，製造業の発展につなげてい

きたいと考えています。
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